
エリアプラットフォーム準備協議会及びワーキンググループの目的と進め方 

 

１．目的 

⚫ まちなかエリアにおいて、多様な主体が同じベクトルでのまちづくり、賑わいづくり

を進めるための共通の羅針盤とも言うべき「未来ビジョン」を策定し、その方向性を

明示するとともに、実現に向けた取組を紐づけること。 

⚫ 多様な主体が相互に連携し、協力しながら、まちづくりや賑わいづくりの個々の取組

を推進するとともに、それらの取組が未来ビジョンの実現につながるよう、方向性を

マネージメントしていく場としての「エリアプラットフォーム（以下、AP）」を構築す

ること。 

 

２．進め方 

⚫ APの構築（構成員の役割や関わり方、運営体制など）に関する議論と、未来ビジョン

の内容（目指すべき姿や行うべき取組の方向性など）に関する議論を並行して検討し

ていく。 

⚫ 原則として、具体的な議論や検討はワーキンググループ（以下、WG）にて行うものと

し、協議会においては、WGが作成した素案に基づいて、目線合わせとブラッシュアッ

プを行うものとする。 

 

３．スケジュール（案） 

会議予定 議事概要 会議／WGのゴール 

第１回協議会 

（R5.6） 

・協議会と WGの目的、進め方を共有 

・これまでの取組状況や検討内容を共有 

・セミナーの内容や WGでの検討事項及び 

 視察研修実施時期の確認 

・会議の目的と進め方に 

ついて参加者間で合意 

が得られる 

セミナー 

（R5.7） 

・講師による APや未来ビジョンの解説 

（これからの時代に合ったまちづくり 

の進め方などを含めて学ぶ） 

・参加者にとって APや 

未来ビジョンが自分事 

になるような気づきが 

得られる 

第１回 WG 

（R5.8） 

・第１回協議会やセミナーで共有された

情報を基に、各主体の果たすべき役割を

議論 

・視察研修先の確認 

・AP の構成や役割につい 

て参加者間で目線が合 

う 

第２回 WG 

兼視察研修 

（R5.9） 

・他事例の現地視察を行い、視察先にて 

APの運営体制を議論 

・具体の取組に触れながら未来ビジョン 

 に対する理解を深化 

・モデルケースを通して、 

 APや未来ビジョンと実 

際のまちづくりとの関 

係を肌感覚で共有する 

未定稿 



第２回協議会 

（R5.10） 

・WGや視察研修での検討内容の報告 

・AP構成員の役割や関わり方を確認 

・次回 WGでの検討事項の確認 

・APの運営体制への理解 

 が得られ、未来ビジョン 

 検討の素地が整う 

第３回 WG 

（R5.11） 

・未来ビジョンに盛り込むべき重点方針 

 や優先すべきエリア、取組などを検討 

 し、骨子案の原案を作成 

・R6年度の取組、事業計画を検討 

・方針やエリア、取組等 

 の特性や重み付けに関 

 して、参加者のベクトル 

 が一致する 

第４回ＷＧ 

（R5.12） 

・前回 WGの議論を踏まえ、未来ビジョン 

（骨子案）に盛り込むべき内容や名称、取 

組や事業計画を検討 

・AP設立後の流れを協議 

・未来ビジョン（骨子案） 

 に盛り込むべき内容の 

案が決定される 

・APの運営体制の案が決 

まる 

第３回協議会 

（R6.1） 

・WGでの検討内容の報告 

・APの持続可能な運営体制を確認 

・未来ビジョン（骨子案）を確認 

・R6年度の取組、事業計画を確認 

・APの規約、運営体制などの確認 

・次回 WGでの検討事項の確認 

・APの体制や未来ビジョ 

ンの内容が共有され、参 

加者の目線が一致し、AP 

の設立に向けた連帯関 

係が構築される 

第５回 WG 

（R6.2） 

・未来ビジョン（素案）を検討 

・AP設立後の運営体制の移行を確認 

・骨子案から素案へと未 

来ビジョンの内容がブ 

ラッシュアップされる 

第４回協議会 

兼 AP設立総会 

（R6.3） 

・APの設立を承認し、協議会を解散 

・未来ビジョン（素案）を公開 

・R6年度の取組、事業内容を公開 

・APの構成員がイメージ 

 を共有して未来ビジョ 

ン（素案）を説明できる 

オープンプラットフォームを通して未来ビジョン（素案）への意見を公募 

第２回 AP総会 

（R6.夏頃） 

・未来ビジョン（案）を承認 

・市民への未来ビジョンの普及に着手 

・ロードマップを具体化に着手 

・各構成員が未来ビジョン 

の実現に向けた行動に 

着手できる 

※協議会や WG等の進捗状況に応じて、スケジュールは適宜見直していきます。 

 


